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走水・馬堀地域における教育環境整備の方策案について 

 

方策案１ 走水小学校区を馬堀小学校区に編入する。 

趣 旨 

走水小学校と馬堀小学校の小規模化が進んでおり、特に走水小学校は全校児

童数が 32人と市内で最も規模が小さい小学校となっています。今後も本市にお

いて人口減少・少子化が見込まれる中で、隣接する地域の小学校においても小

規模化が進んでいることから、通学区域の変更や小規模校同士の統廃合のみで

は、将来にわたって本質的な教育環境の改善が難しい状況となっています。 

 本案は、通学距離や中学校区との関係を考慮し、走水小学校を馬堀小学校へ

編入するというものです。 

懸 案 

編入後の通学については、距離だけではなく、人通りや防犯、越波、内水氾

濫などの課題があるため、児童が安心安全に通学でき、帰宅困難にならないよ

うに入念に対応策を講じる必要があります。走水小学校の学区では、今後、若

い子育て世帯の入居が見込まれる集合住宅が馬堀小学校から最も遠い位置に存

在するため、将来的に多くの若年層に経済的負担を強いる学区の設定になりま

す。 

 

 

方策案２ 走水小学校区を現状のまま存続し、定住促進策を講じる。 

趣 旨 

走水地域は、自然、歴史、文化など子どもを育てるには良い環境であり、走

水小学校は、それらを基盤にした魅力的な教材が身近なところに揃っている全

国的にも他に類を見ない貴重な教育施設の一つといえます。走水小学校は、こ

のような地域教材を十二分に活用した教育を工夫しながら数多く導入実践して

おり、横須賀市の特色ある小学校教育の拠点として極めて重要です。委員から

は、走水小学校は、横須賀市内の教育施設として存続すべき宝であるとの意見

も出されております。走水小学校は、地域住民との関わり、つながりが歴史的

にも深く、スポーツや地域活動、避難所など地域の拠点となっていることか

ら、教育の面だけではなく地域の面からも考える必要があります。方策案２

は、この観点から走水小学校をこのまま存続し、若年層世代の移住と定住の促

進策を講じるというものです。 

懸 案 

本案では、事務局から示された「教育環境整備計画においては、小中学校の

適正規模を 12～24 学級としており、小規模化の課題への対応策が必要です。」

に対応できないといえます。 

資料 ５ 
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方策案３ 小規模特別認定校として走水小学校を存続する。 

趣 旨 

走水地域は、自然、歴史、文化など子どもを育てるには良い環境であり、走

水小学校は、それらを基盤にした魅力的な教材が身近なところに揃っている全

国的にも他に類を見ない貴重な教育施設の一つといえます。走水小学校は、こ

のような地域教材を十二分に活用した教育を工夫しながら数多く導入実践して

おり、横須賀市の特色ある小学校教育の拠点として極めて重要です。委員から

は、走水小学校は、横須賀市内の教育施設として存続すべき宝であるとの意見

も出されております。走水小学校は、地域住民との関わり、つながりが歴史的

にも深く、スポーツや地域活動、避難所など地域の拠点となっていることか

ら、教育の面だけではなく地域の面からも考える必要があります。 

方策案３は、方策案２を講じるとともに、小規模特別認定校制度を活用する

というものです。不登校の子どもや小規模を希望する子どももいることから、

小規模特別認定校制度を利用し、走水小学校の教育環境等を有効に活用しなが

ら本小学校区を存続します。この案は、教育環境整備として他都市でもいくつ

か実績のある有効な方策の一つです。 

懸 案 

本案では、事務局から示された「教育環境整備計画においては、小中学校の

適正規模を 12～24 学級としており、小規模化の課題への対応策が必要です。」

に対応できないといえます。 

 

 


